
 

自校の重点課題を踏まえた組織的な学校改善を目指して 
～学校教育目標の具現化に向けた行動指標・指導指標の共有～ 

 

北見市立緑小学校 

学 級 数 １２  

    (校長 佐藤  亮) 

Ⅰ はじめに 

平成26年度より学校力向上に関する総合実践事業の指定を受け、「学校マネジメント」「人材育

成」「教育課程・指導方法」「家庭・地域との連携」等を重点に取り組んできたところであるが、

昨年度の学校評価において、全教職員による組織的な指導体制の確立が不十分であることが明らか

になった。 

そこで、本校では、本事業の趣旨を再度確認するとともに、本校の学校教育目標を達成するため

に、チームとしての「ゴールは何か」を考え、成果を実感しながら、全教職員が一丸となって、本

校の教育を推進している。 

 

Ⅱ 実践の概要 

 

１ ビジョン（目指す児童像・指導目標）の共有 

本校では、これまで、目指す児童像の実現に向け「行動指標」「指導指標」を設定してきたが、

昨年度の学校評価において、情報の共有化や指導方針等、全教職員による組織的な指導体制が確立

されているという項目に課題が見られ、学校が組織的に機能するよう、指導体制を改めて見直す必

要があることが明らかとなった。 

そこで、「行動指標」「指導指標」について、全ての教育活動の中で全教職員が同じ児童像を目

指し、同じ観点で指導できるよう、学校教育目標を次のとおり構造化することにより、学校教育目

標の実現に向けた共有化を行った。 

 

北見市立緑小学校の教育目標 構造図 

緑小学校の教育目標 
みがき みがきあう 緑小の子ども 

強
調
点 

① 基礎的な知識と技能、創造的な知性と感性 
② 強い意志力・自立心・向上心 
③ 温かい心・認め合い・励まし合う連帯の感情 
④ 勤労の価値を理解し、よりよい生活を創りあげようとする実践力 
⑤ 健康でたくましい身体 

〔目指す児童像〕 

ときあかす子ども とりくむ子ども きたえる子ども 
深く考え、互いに考えを生か

し合い、粘り強くときあかす

子ども 豊かな心を持ち、互いに助け

合い、真剣に取り組む子ども 自らきたえ、互いに励まし合

い、たくましい身体をつくる

子ども 
〔学年目標〕 

１年 よく聞き、はっきり話す子ども なかよく、最後までがんばる子ども 元気に遊ぶ子ども 

２年 よく考え、はっきり話す子ども きまりを守り、助け合う子ども 健康で明るい子ども 

３年 よく考え、最後まで課題に取り組む子ども みんなで協力し合って活動する子ども 進んでじょうぶな体をつくる子ども 
４年 わかるまで粘り強く追及する子ども みんなと協力し合って活動に取り組む子ども 健康と安全に気をつけ自らをきたえる子ども 
５年 落ち着いて考え、やり遂げる子ども 自主的に行動する子ども 健康と安全に気をつけ自らをきたえる子ども 
６年 向上を目指し、意欲的にときあかす子ども 協力し合い自主的に取り組む子ども 健康安全に気を配り継続して自らをきたえる子ども 

〔指導目標〕 

低

学

年 

・しっかり聞く、はっきり話すこと

ができる 
・自分の考えを持ち、表現すること

ができる 
・みんなと話し合い、ともに仕事を

することができる 
・自分の仕事を最後までやり遂げる

ことができる 
・誰とでも仲良く遊ぶことができる 
・進んで外遊びをすることができる 

行
動
指
標 

中

学

年 

・みんなの考えを聞きながら、自分

の考えを深めることができる 
・わかるまで、できるまでねばり強

く問いかけることができる 
・助け合い、励まし合い、協力し合

って集団活動に取り組むことがで

きる ・進んで集団遊びをすることができ

る 

学年目標を 

踏まえた行動

指標・指導指

標の設定 



 

高

学

年 

・課題解決の道筋をとらえ、自ら学

習することができる 
・集団の意義を理解し、集団として

高まっていこうとする意欲を持っ

て学習に取り組むことができる 
・自分の役割を自覚し、見通しをも

って計画を立て、責任を持って仕

事をやり遂げることができる ・自分の身体について知り、現状を

理解・評価しながら、継続的に体

力づくりに取り組むことができる 

教

師 

・「わからない」「できない」こと

がわかり、それを大切にする集団

づくり 
・一人一人の子どもの特性を正しく

とらえ、個に応じた指導の展開 
・「ひとり」と「みんな」の学習場

面をつなぐことによる「わかる」

ことを深める指導 
・達成度の正しい把握、個人差に応

じた指導方法の確立 
・授業の方法や技術の交流、教師相

互の学び合い 

・異年齢集団の交流活動の計画化及

びリーダー・フォロアーの指導 
・認め、受け入れる評価と要求し続

ける指導（指導と評価の一体化） 
・学校行事等での統一した視点での

指導 
・子どもを集会活動の主体とするた

めの意義の理解と運営技術の指導 
・戸外遊び、集団遊びの奨励 
・教師も一緒に遊ぶことを通した指

導 
・一人一人の能力に合った体力づく

りの方法の援助・指導・評価 
指
導
指
標 

〔生徒指導における指標〕 

児

童 

・はっきりした正しい受け答え、きちんとした挨拶、会話ができる（低・中・高） 
・きまりを守って、集団活動や集団生活ができる（低・中・高） 
・よりよい生活、より価値のある考えや行動を求め、実践しようとする意思を持って行動できる（中・高） 行動 

指標 

教

師 

・具体的な場面での「話し方の指導」の徹底 
・子ども理解を深めた上での需要と要求による指導 
・「自己理解」から「自己実現」に向かって努力する計画的な指導とその場での適切な指導 
・基本的生活習慣、生活規範の定着 指導 

指標 

 

２ 「緑小のやくそく」を基盤とした学習環境づくり 

学校教育目標の実現に向け、児童自身が目指す姿を意識することができるよう、教育目標の

構造図のうち、児童の「行動指標」を児童向けの言葉に直した「緑小のやくそく」を基に、児

童が同じベクトルを向きながら教職員と学習環境の充実に向けた基盤づくりを行った。 

また、「緑小のやくそく」を構成する「深く学び合うために」10項目、「気持ちよく生活す

るために」７項目のうち、特に重点的に取り組む内容を３項目（あいさつ、チャイム席、安全

な遊び）に絞ることにより、取組が確実に進むようにした。 

さらに、児童アンケートや学校評価の項目に「緑小のやくそく」に関する設問を設定し、各

分掌において取組を定期的に見直すことにより、児童の実態を踏まえた取組の検証改善サイク

ルを確立した。 

 

   

【緑小のやくそく】            【緑小のやくそく（重点用）】 

 

   

【児童が作成したポスター】 



 

３ 学習過程や学び直しを意識した授業改善 

 学校教育目標の構造図のうち、「ときあかす子ども」に係る教師の「指導目標」の実現に向

け、校内研修を中核とした日常の授業改善に取り組んだ。とりわけ、全ての児童が「わかる」

授業の実現に向け、「基本的な学習過程」や「習得させることと考えさせることのバランス」

「対話の場面の設定」など、授業改善のポイントを下図のように整理することにより、１単位

時間や単元の授業イメージを全ての教員が共有できるようにした。 

 

 

 

 

＊授業準備では、教科書の内容配列や取り扱うべき練習

問題などを見極めるとともに、題材の系統性や教育課

程での位置付け、中学校との関連も意識する。 

 

 

＊この時間で何をどのように学ぶのか、児童と教師が共

有できる課題を板書する。 

 

 

＊自分の考えをもつ（書く）、ペアやグループ、全体で

の対話、「列挙－分類－問い直し」の話し合い活動な

ど人・モノと関わり合う授業展開の方法を工夫する。 

 

 

＊本時の課題に正対するまとめを書かせ(板書し)たり練

習（確認)問題に取り組ませたりする時間を確保する

。 

＊学習内容の定着を図る宿題・家庭学習の取組。 

＊次時の学習を予想・確認する。予習への導き。 

 【授業のイメージ】 
 

家
庭 

〔予習〕 

＊教科書で次時の学習場面に目を通し、わかる 

こと、難しいことを明らかにしておく。 

 

教
え
る
こ
と 

 

 

 

知識・技能 

 

（聞く） 

（読む） 

考
え
る
こ
と 

（書く） 

（話す） 

 

思考力 

判断力 

表現力 

 

 

 

 

〔復習〕 

＊宿題を工夫し、学習内容をより定着させる。 

★家庭学習の指導 
家
庭  

【習得させることと考えさせることのバランスを図った授業づくり】 

  

また、基盤的な学力の確実な定着に向け、児童の

「行動指標」を基に、各学年の学習活動の基盤となる

「読む」「書く」「計算」「話す」「聞く」の５観点

を設定し、「みんなでチャレンジ」の実践を行った。 

さらに、「みんなでチャレンジ」の指導内容や指導

方法を学年経営案に位置付けることにより、各学級で

の実践だけでなく、全教職員で共有し、副担任や専科

の教員も共通理解の下、統一した指導を行うことがで

きるようにした。 

                         【対話の場面を位置付けた授業改善】 

 

【みんなでチャレンジ】 

 １・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

読む 教科書をスラスラ読もう！ 

書く 言葉と漢字を覚えよう！ 

計算 
たし算・ひき算を得意になろ 

う！ 

かけ算・わり算を得意になろ 

う！ 

小数・分数の計算を得意にな 

ろう！ 

話す 自分の思いや考えを伝えよう 
理由をつけて自分の意見を伝 

えよう！ 

聞く 
最後までしっかりと話を聞こ 

う！ 

話の要点をしっかりと聞こ 

う！ 

話の要点を比べ相手の心を聞 

こう！ 

学びに向かう力  発表や話し合い 

・個人思考や記述 

・ペア、グループトーク 

・列挙―分類―問い直し 

＊挙手指名なしで次々 

発表させ、教師が考え

を分類･整理し、足りな

い視点を問い直す 

  教師の指導言 

・時間配分を考え 

・わかりやすい言葉で 

・焦点化して順序良く 

・できるだけ短く 

・理解できたかを確認 

みんなで 

チャレンジ 

＝カリキュラムマネジメントの確立＝ 
「見通す学習活動」 学習課題の提示 
｢主体的・対話的で深い学び｣話し合い活動 

「振り返る学習活動」 まとめと定着 



 

Ⅲ 成果と課題 

 

１ 成果 

○ 学校教育目標を構造化し、学校経営ビジョンや指導目標を全教職員で共有化を図り、全教職

員で一貫した指導を行ったことで、組織マネジメントを効果的に機能させることができた。 

○ 全教職員で情報の共有化を図り、チームとしてのゴールを見据えながら実践することによ

り、組織的な指導体制の確立とチームとしての重要性を認識することができた。 

 

  

【北見市立緑小学校 学校評価から】 

 

○ 全学級で学習環境を整え、指導方法の工夫を図り、日常の授業改善に結びつく実践を行うこ

とにより、児童が「わかる」授業を積み重ねた。また、自分の考えをもつことや発表すること

を意図的に行うことにより、平成31年度全国学力・学習状況調査において、国語と算数で「０

点」をとった児童が一人もいない結果となった。さらに、昨年度の国語Ａ問題、Ｂ問題、算数

Ａ問題、Ｂ問題の全国平均との差が、単純に比較することはできないが、今年度は国語、算数

ともに差が縮む傾向にある。 

○ 指導目標を教職員と児童が共有し、学習環境づくりを行うとともに、学習過程や学び直しの

工夫をすることで、全ての児童が学びに参加でき、「わかる」ことを深める授業構成に取り組

むことにより、全国学力・学習状況調査やほっかいどうチャレンジテストにおいて、全学年で

無回答の割合を減らすことができた。 

 

２ 課題 

 ● 学校評価において、数値の上昇はみられたものの、他の項目と比較すると値の低い状態が続 

いていることから、全教職員でさらに取組を推進していく必要がある。 

● 学級減や事業等の終了により、教員の定数も減少することから、組織マネジメントやタイム

マネジメントを十分機能させ、働き方改革を進めていく必要がある。 

● それぞれの校務分掌は機能しているが、各校務分掌間の連携が弱く、各校務分掌が独立して

いる状態であることから、分掌組織の再編等について、検討する必要がある。 

 

３ 今後に向けて 

社会に開かれた教育課程の実現に向けて、日課の見直し、会議の在り方、勤務時刻の意識付け

等、物理的な改革と効率的な組織づくりを進めていく。また、ビジョンと方向性を共有し、全て

の校務分掌が連携し、様々な方策で一つの課題に向かい、学校全体でチームとして解決する環境

を整えていきたいと考える。あわせて、組織の見直しと業務内容の確認、業務量の平均化、地域

からのサポートを取り入れ、児童に向き合う時間を確保し、教育効果の向上を図ることが必要で

ある。 


